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神奈川区社会福祉協議会 実施事業一覧 

 

 

 

 

 

 

 

１ 個別支援 

１） 移動情報センター 

障がいのある人のための外出を支援する相談窓口として、移動事業者や地域の支援者 

の情報提供やガイドボランティアの登録・管理を行い外出依頼に対してコーディネートします。 

２） あんしんセンター 

高齢者や障がい者の権利擁護に関する相談を受け、定期訪問を通して福祉サービスの 

利用援助、日常的な金銭管理サービス等を行います。また、横浜生活あんしんセンター、 

区福祉保健センター、ケアプラザをはじめとする関係機関と連携し、市民後見人の活動を

支援します。 

３） 外出支援サービス 

外出支援を行う福祉事業者の増加や UD タクシー導入が進んでいることを鑑み、事業終

了に向けて調整していきます。横浜市外出支援サービス事業に関しても、今後の方向性に

ついて関係機関と調整を行います。 

４） 生活福祉資金貸付 

① 低所得世帯や高齢者・障がい者世帯などで一時的に資金を貸し付けることを通じて、世

帯の自立を支援します。 

② コロナの影響により減収した世帯への償還等、委託内容に沿った形で特例貸付事務を

引き続き行います。 

５） 生活困窮者支援 

① 食糧支援・家電製品等の寄付コーディネートによる支援 

生活に困った方の相談窓口である区生活支援課と連携して、その方の状況に応じたサポ

ートをします。 

・関係団体から食糧の提供を受け、一時的な食糧支援を行います。 

・遺品整理・福祉整理を行っている企業より家電製品等の寄付を受け、必要とされるご世

帯へ提供するためのコーディネートを実施します。 

② 小災害見舞金 

火災、風水害等の災害により住家に被害を受けた世帯へ、関係団体と連携して見舞金

を支給します。 

③ 緊急援護事業 

   区民児協･区役所と協力して行旅人に交通費を、要援護者に生活用品の購入費等を支 

  給します。 

 

［事業一覧・事業計画内で出てくる略称について］ 

・区社会福祉協議会については 区社協 と表記しています。 

・地区社会福祉協議会については 地区社協 と表記しています。 

・民生委員児童委員については 民生委員 と表記しています。 

・地域ケアプラザについては ケアプラザ と表記しています。 



２ 地域支援 

１） 各種助成金（神奈川区社協ふれあい助成金、年末たすけあい募金の配分金による助成） 

区内で行われるボランティア活動、地域活動や障がい者団体等の活動の立ち上げや活

動の継続、及び地域活動や福祉施設等で行われる事業に対し、助成金の交付により資金

面での支援を行います。 

２） 地区社協活動支援 

地区社協ごとに担当職員を置き、地区社協の運営や事業の実施をサポートします。 

① 地区社協会長・事務局会議・研修会の開催 

地区社協の運営支援と組織強化を目的に区内２１地区社協が集まる定例会議や研 

修会を年 6 回開催します（4 月、6 月、8 月、10 月、12 月、2 月）。 

② 地区社協活動支援 

地区社協活動が安定的に行えるよう、助成金を交付します。 

・地区社協活動費 (財源：市補助金) 

・地区社協支援費（財源：区社協会費） 

・地区社協育成費（財源：共同募金 一般募金、年末たすけあい募金) 

③ 見守り活動（ふれあい活動）支援 

地区社協が行う見守り活動（ふれあい活動）が円滑に進められるように、区役所と協働

し、見守り方法や、担い手育成だけではなく個人の困りごとに対して地域でどのように支え

るか話し合う場づくりを支援します。 

３） ボランティアセンター 

ボランティアの登録・管理を行い、ボランティア依頼に対してコーディネートします。 

① ボランティアの発掘と育成、地域の支えあい活動のための担い手育成 

②地区ボランティアセンターの運営及び設置の取組支援 

各地区ボランティアセンターの運営支援として、連絡会や研修会を開催します。また、新た

に立ち上げを検討している地域への支援も行います。 

４） 子ども支援事業 

① 子どもたちの放課後の居場所づくり活動の展開を支援するとともに、子どもに関する課

題や支援について、地域の中で話し合う機会づくりも広げていきます。 

② スクールソーシャルワーカー等の関係者と連携し、食糧支援や地域活動情報等の提

供を通して、課題を抱えた世帯や子どもに対する支援をサポートします。 

５） 福祉保健活動拠点運営 

会議や研修・事業実施の場の提供を通じて、福祉保健活動団体の活動支援を行うととも 

に、生活に根ざした幅広い分野での区域・地区域のニーズをつなげた事業展開を図ります。

なお、令和４年度は第三者評価を受審し、より公平・公正なサービスの提供と利用者ニー

ズに即した運営に努めます。 

指定管理期間 令和３年 4 月１日～令和 8 年 3 月 31 日 



６） 社会福祉法人等の地域貢献活動支援 

区内社会福祉法人の地域貢献活動について、地域のニーズを踏まえた具体的な活動 

につながるよう支援を行います。 

７） 神奈川区地域福祉保健計画「かながわ支え愛プラン」の推進 

第４期地域福祉保健計画について区やケアプラザと連携して、区計画の推進、地区の特

性に合わせた地区別計画の推進を支援します。 

また、理解啓発等の機会として、区役所との共催により社会福祉大会を開催します。 

３ 生活支援体制整備事業 

支援を必要とする人が住み慣れた地域で安心した生活を送っていけるように、住民主体の活

動、福祉団体、NPO 法人、社会福祉法人や企業など様々な団体の参加を得て、地域支援を総

合的に進めます。 

 この事業の推進にあたっては、区社協と各地域包括支援センターに配置された“生活支援コ

ーディネーター”が、地域での生活支援・介護予防サービスの提供体制の構築に向けた取り組

みについて、一体となって進めます。 

４ 福祉への理解啓発 

１） 広報紙『区社協だより』の発行 

区社協事業や地域の福祉活動について広く理解を深めるために、タウンニュース紙面等

を活用して年２回発行します。 

２） 社会福祉大会の開催 

福祉活動功労者への感謝状贈呈とともに地域福祉保健計画「かながわ支え愛プラン」の

理解啓発等の機会として、区役所と共催により開催します。 

３） 区社協ホームページ 

地域の活動状況や活動支援に関する助成金情報等、区社協事業について定期的に情

報を発信・提供します。 

４） 神奈川区民まつりでの啓発活動 

区社協事業や共同募金運動などのＰＲを行い、福祉に対する理解を促進します。 

５） 募金活動の推進 

善意銀行寄託金品受入を推進するため、制度のＰＲに努めます。また、寄附金・物品を

有効に活用し、地域福祉の推進を図ります。 

６）福祉教育事業 

学校や地域団体、企業などが行う福祉学習のために機材貸出、講師調整、研修内容の

企画を行います。より身近なケアプラザエリアでも学習の機会がつくれるよう、ケアプラザと連

携した企画を進めていきます。福祉学習の推進を通して、お互いを認め配慮しあう心の育成

や、地域の課題に気づき自分ごととして考えられる地域づくりを進めていきます。 

５ 災害ボランティアセンター設置・運営 

区と締結した「神奈川区災害ボランティアセンター設置・運営に関する協定書」にもとづき、災

害ボランティアセンター設置とその運営体制について、業務継続計画のもと検討し充実させます。 

 



６ 区社協組織運営 

１） 会員活動の充実 

区内の高齢者等福祉施設の連絡会を中心に、地域との連携事業や福祉保健従事者の

育成につながる取組を行います。併せて広報紙やホームページ等を活用し、会員の加入促

進を図ります。また、会員向け研修の開催など、部会・分科会活動の充実を図ります。 

２） 理事会、評議員会、正副会長会 

本会が地域福祉の中心的な役割を果たすため、理事会は業務執行機関とし、評議員会

は議決機関として、定期的に開催し、重要な事業の進め方について審議します。 

また、正副会長会を定期的に開催し、事業の進め方や方針を確認します。 

３） 監事による監査 

適正な組織運営を図るため、業務執行状況と法人財産状況の監査を受けます。 
４） 各種委員会 

それぞれの業務に基づいて、下記の各種委員会を開催します。 

助成金総合審査委員会 

評議員選任解任委員会 

業者選定委員会 等 

５） 予算・決算管理、出納 

日々の適正な予算執行を行うとともに、現金の保管管理ルールを遵守し、事故が発生しな

い職場環境をつくります。 

６） 事業計画、事業報告 

年度ごとの事業計画・報告書を作成し、計画的に事業を執行するとともに、会員に送付し

引き続き本会事業へのご協力をいただくように努めます。 

７） 法人登記、定款･規程の管理 

信頼される法人運営を目指すため、適切な事務管理に努めます。 

８） 個人情報保護管理 

業務に関する個人情報の適切な管理に努めます。 

９） 苦情解決対応 

苦情について適時適切に対応します。いただいたご意見は業務の改善につなげサービス

の質の向上に努めます。 

また、「ご意見箱」の設置や、ホームページ上にも記入フォームを設定し、区民が意見や

要望を寄せやすい環境を維持します。 

10） 社会福祉法人の公益的役割の強化 

本会自らの運営の透明性を確保するとともに内部管理体制の整備を行い、公益的な役

割を発揮します。 

７ 団体事務 

次の地域福祉関係団体の事業運営に協力します。 

・神奈川県共同募金会横浜市神奈川区支会 

・日本赤十字社神奈川県支部横浜市地区本部神奈川区地区委員会 

・神奈川保護司会 

・神奈川区更生保護女性会 



令和４年度 神奈川区社会福祉協議会 事業推進方針 

 

令和３年度は、新型コロナウィルス感染症の影響が長引き、地域活動の実施が制約 

された中で、地域のつながりを失うことなく、区社協として地域支援を進めるために、今出来る

事を地域の方々や地域ケアプラザの皆さんと模索し続けた一年でした。 

 

 令和４年度は、コロナ禍の下で作成された第４期地域福祉保健計画の推進に取組みながら、

困り事を抱えた人を支える地域づくりを重点とした地域支援を行い、地域共生社会の実現を目

指した活動を進めます。 

 また、多様な相談や地域課題に対応するため、支援機関の繋がり強化にも取組みます。 

 

 生活困窮者支援については、食支援や生活福祉資金貸付による支援を継続しながら、 

区生活支援課や地域ケアプラザ等と課題や情報の共有を進めます。 

把握した地域課題については、住民同士の支え合い活動につながる様、地区社協や民生委

員児童委員、地域ケアプラザ等と、引き続き連携して取組みます。 

地区社協支援については、改めて、地域の課題を共有し、課題解決に向けた活動につながる

話合いの場を持つことに力を入れた働きかけを進めます。また、変わっていく地域状況の中でも、

見守りや発見、つながることの重要性を発信し続けます。 

 ふれあい助成金をはじめとした各種助成金による地域福祉活動団体支援を継続し、活動や

運営に関するアドバイザー的支援にも引き続き取組みます。 

住民主体の地域活動と、福祉施設などの社会資源とのつなぎ役としても積極的に取組みま

す。 

ボランティアセンター、移動情報センター、あんしんセンター、生活福祉資金貸付 

事業などの既存事業も可能な限り連携を進め、課題解決につなげます。 

 

見直しを進めていました送迎サービス事業については、運転ボランティアの体制確保が困難

な状況に加え、外出支援を行う福祉事業者が大幅に増えたこと、また、タクシー会社もＵＤタクシ

ーの導入を増やしていることを鑑み、事業終了に向け調整していきます。横浜市外出支援サー

ビス事業についても今後の方向性について関係機関と調整を行います。 

 地域の中で様々な形で進んでいる、お買い物等移動支援への取組みを推進するため、 

連絡会の立ち上げや助成金等で展開を支援します。 

災害ボランティアセンターについては、連絡会議の意向を確認し、区災害対策本部と連携し

ながらサポーターを含めた体制の再整備を進めます。 

 

引き続き、事業効率化に取組みながら、適正な法人運営に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 神奈川区社会福祉協議会 重点取組事業について 

地域福祉保健計画における本会の重点的な取組みを記載します。 

基本目標 1－①  

誰もが地域の一員として安心して暮らせるよう、一人ひとりが抱える困りごとへの理解を広げ、

困ったときに「助けてほしい」と言いやすいまちをつくります。 
・生活福祉資金貸付 

コロナの影響により減収した世帯への特例貸付等の相談対応で把握した住民の困窮状況に 

ついて、区民児協や地区社協関係会議で共有し、生活困窮者への理解を広めていきます。 

 

基本目標 1－② 

一人ひとりの困りごとに気づくための仕組みをつくり、また世代や抱える悩みなどの違いをこえ

た、様々な人たちが交流できる場をつくります。 

・地区社協支援 

地区社協会長・事務局会議の場を活用し、地区社協関係者が障がい者やその家族に関する

心配事や想いを聴く機会をつくります。 

 

基本目標 1－③  

困ったときに身近な窓口で相談をすることのできる仕組みをつくります。 
・地区ボランティアセンター 

地区ボランティアセンターの新規立ち上げ支援や、既に活動している地区ボランティアセンタ

ーへの継続的な支援を行います。あわせて、地区ボランティアセンター連絡会を開催し、活動の

依頼を通して把握した困りごとを民生委員やケアプラザにつなげていく意義を啓発します。 

 

基本目標２－①  

一人ひとりがいきいきと、自分に出来ることを地域で発揮できる環境をつくります。 
・地域ケアプラザと連携したボランティア活動の推進事業 

ケアプラザの地域活動交流コーディネーターや生活支援コーディネーターと協力しながら、誰

もがボランティア活動に関わるきっかけを持てるように、身近な地域で体験できるボランティアプ

ログラムを検討します。 

また、ケアプラザと連携し、身近な地域のボランティア状況について情報共有を図ります。 

 

基本目標２－②  

若い世代が地域の活動に参加しやすい工夫や仕組みをつくります。 
・区社協ホームページ 

ホームページのリニューアルを行い、誰もが見やすいホームページを作成し、ウェブ

アクセシビリティの向上を図ります。また SNS（ソーシャルネットワークサービス）の

導入・活用について検討します。 

 

 

 

 

 



基本目標３－①  

より暮らしやすいまちをつくるために、地域の様々な人が継続して話し合う場や、取組を進める

ための体制をつくります。 

・地区社協活動支援 

各地区社協の定例会議の場で、地域に住んでいる個人の抱える困りごとについて、情報共有

する機会を作り、地域としてできることについて話し合う場づくりを進めます。 

 

基本目標３－②  

地域や個人の困りごとの解決のために、区役所・関係機関や、区内の企業など、様々なチカ

ラがつながり合う仕組みをつくります。 
・あんしんセンター 

寄せられた相談内容をもとに金銭管理に関する困りごと事例を、区民児協や地区社協関係

会議で共有し、権利擁護事業に関する理解を広めていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



令和４年度 神奈川区社会福祉協議会事業計画 

地域福祉保健計画における本会の事業計画を記載します。 

計画柱１ 誰もが「ひとりぼっちにならない」まちづくりを進めます！  

基本目標 1－①  

誰もが地域の一員として安心して暮らせるよう、一人ひとりが抱える困りごとへの理解を広 

げ、困ったときに「助けてほしい」と言いやすいまちをつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

社協業務やネットワーク

を 活 か し て 、 「 知 る 」  

「 理 解 す る 」 た め の 

様 々 な 機 会 を 提 供   

します！ 

■あんしんセンターや生活福祉資金貸付、移動情報センター等の相

談業務に寄せられる個人の困りごとをボランティアセンターや地区

社協支援といった地域活動支援業務と結びつけ、地域に生活困

窮、権利擁護、障がいに関する理解を広めていきます。 

■福祉施設と協力し施設見学や施設でのボランティア体験を企画

し、幅広い世代に向けて障害について、認知症や高齢者介護につ

いて、子育てについて等の他者理解を広げていきます。 

■地域ケアプラザ･包括支援センターと共に地域の課題分析を行い、  

個人の困りごとを地域課題として捉える意識を根付かせるための研

修や啓発イベントの機会をつくります。 

■ボランティア活動団体や福祉保健活動拠点の利用団体とのつなが

りを通じて、個人の困りごとへの理解を広げ、困った時のサポーター

を広げていきます。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１） あんしんセンター≪重点取組≫ 

寄せられた相談内容をもとに金銭管理に関する困りごと事例を、区民児協や地区社協関係

会議で共有し、権利擁護事業に関する理解を広めていきます。 

２）生活福祉資金貸付≪重点取組事業≫ 

コロナの影響により減収した世帯への特例貸付等の相談対応で把握した住民の困窮状況に 

ついて、区民児協や地区社協関係会議で共有し、生活困窮者への理解を広めていきます。 

３）移動情報センター 

区ボランティアセンターのボランティア入門講座の場を活用し、ガイドボランティア活動の紹介

とあわせて、障がい者の想いや障がいについての理解を広めます。 

４）福祉施設との連携 

菅田･羽沢福祉施設連絡会の場を活用し、地域における個人の困りごとへの理解を広

げることについて話し合いを行います。 

５）地域ケアプラザ･包括支援センターとの連携 

  包括カンファレンスや地域ケア会議の参加を通して、個別相談から見える地域課題をどのよ

うに地域活動関係者に共有していくか、ケアプラザ･地域包括支援センターと検討していきます。 

 

 

 

 



６）ボランティアセンター 

ボランティアセンター広報紙『はばたき』（年３回発行）を通し、ボランティア活動

団体や活動者に向けて、ボランティアセンターに寄せられた依頼（個人の困りごと）

などを紹介していきます。 

７）福祉保健活動拠点 

 拠点利用団体調整会議等の機会を活用し、利用団体のニーズ把握に努めるとともに、利用団

体の活動支援や連携強化につなげます。また、「新しい生活様式」を踏まえた各団体の取組な

どについて、利用団体が情報を共有する場をつくり、日頃の活動を通じて団体同士の横のつな

がりを構築できる取組を検討します。 

 

 

 計画柱１ 誰もが「ひとりぼっちにならない」まちづくりを進めます！  

基本目標 1－② 

一人ひとりの困りごとに気づくための仕組みをつくり、また世代や抱える悩みなどの違いを 

こえた、様々な人たちが交流できる場をつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

社協のネットワークメン

バーと共に交流の機会

づくりを進めます！ 

■障がい者やその家族からの要望の声が多い「災害時への備え」を    

テーマに、福祉施設や地区社協などの地域関係者と連携し、     

地域ケアプラザと共に地域との交流づくりを進めます。 

■地区ボランティアセンターや移動情報センターとのつながりを   

活かして、活動者と参加者（利用者）が垣根なく「お互いに助け合

う」関係が築けるよう交流の機会をつくります。 

■福祉保健活動拠点がさらに個人と活動団体、活動団体同士の交

流の場となるよう、拠点利用団体と一緒に交流の機会づくりを検討

していきます。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１） 地区社協支援≪重点取組事業≫ 

地区社協会長・事務局会議の場を活用し、地域活動ホーム等の福祉施設の「災害の備え」

を学ぶ機会をつくります。その機会を通して、障がい者やその家族の心配事や想いを聴く機会を

つくります。 

２）移動情報センター≪新規取組≫ 

  移動情報センター広報誌「でかけＹＯ！通信」の紙面を活用して、活動者と利用者の

声を発信し、双方の想いを共有する機会をつくります。 

３）地区ボランティアセンター 

  各地区ボランティアセンターの横のつながりを作り、活動における困りごとを共有することを目

的に、地区ボランティアセンター連絡会を開催します。 

４）福祉保健活動拠点 

 拠点利用団体調整会議の場を活用し、各団体の取組などについて利用団体が共有できる場

をつくり、団体同士の横のつながりを構築できる取組を検討します。 

 

 



計画柱１ 誰もが「ひとりぼっちにならない」まちづくりを進めます！  

基本目標 1－③  

困ったときに身近な窓口で相談をすることのできる仕組みをつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

区社協の相談機能に

ついてさらに周知を進

めていきます！ 

■区社協が相談窓口となるあんしんセンター、生活福祉資金、移動

情報センター、ボランティアセンター業務について、民生委員・児童

委員や保育園・学校などの地域の情報発信源となる関係者に周

知徹底し、情報発信者を増やしていきます。 

身 近 な 相 談 窓 口 と   

専 門 相 談 窓 口 と の   

つ な が り を 強 化 し ま

す！ 

■地区ボランティセンターなどの地域住民による身近な困りごと相談

の窓口を増やし、そこから民生委員や地域ケアプラザにつなげてい

く仕組みをつくります。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１）あんしんセンター 

 相談機能について、身近な相談者となる民生委員を中心とした地域関係者に事業説明する

機会をつくります。 

２）生活福祉資金貸付 

 生活福祉資金貸付相談窓口について、民生委員や地区社協等の地域関係者に事業説明を

する機会をつくります。 

３)送迎サービス事業 

地域の中で様々な形で進んでいる、お買い物等移動支援への取組みを推進するため、連絡

会の立ち上げや助成金等で展開を支援します。なお、送迎サービス事業については、外出支援

を行う福祉事業者の増加や UD タクシー導入が進んでいることを鑑み、今後の方向性について

関係機関と調整を行います。 

４）移動情報センター≪新規取組≫ 

新しいガイドボランティア発掘を目的としたガイドボランティア講座を開催します。 

５）ボランティアセンター 

地域の会議や広報紙『はばたき』を通して、区ボランティアセンターに寄せられる依 

頼内容や対応事例を共有し、ボランティアセンター相談窓口の周知強化を図ります。  

５）地区ボランティアセンター≪重点取組事業≫ 

地区ボランティアセンターの立ち上げ支援や、既に活動している地区ボランティアセンターへ

の継続的な支援を行います。あわせて、地区ボランティアセンター連絡会を開催し、活動の依

頼を通して把握した困りごとを民生委員やケアプラザにつなげていく意義を啓発します。 

 

 

 

 

 

 



計画柱２ 「みんなのチカラを発揮できる」まちづくりを進めます！  

基本目標２－①  

一人ひとりがいきいきと、自分に出来ることを地域で発揮できる環境をつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

誰でも、思い立ったら 

すぐに参加できる機会

を増やします！ 

■福祉施設や地域ケアプラザと協力しながら、誰でも参加できる   

ボランティア活動体験プログラムを開発し、これまでボランティア 

活動をする機会がなかった人たちとの新たなつながりや活動を通し

た生きがいづくりを進めます。 

■より身近なところでボランティア活動をはじめられるよう、地域ケアプ

ラザエリアでボランティア活動体験の機会づくりを増やします。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１）福祉施設との連携 

菅田･羽沢福祉施設連絡会の場を活用し、施設でできるボランティア活動を通した、

住民と施設との新たなつながりや、生きがいづくりについて検討します。 

２）地域ケアプラザと連携したボランティア活動の推進事業≪重点取組事業≫ 

地域ケアプラザの地域活動交流コーディネーターや生活支援コーディネーターと協力しなが

ら、誰もがボランティア活動に関わるきっかけを持てるように、身近な地域で体験できるボランテ

ィアプログラムを検討します。 

また、必要に応じて、ボランティアセンターに相談があったボランティア活動希望者に、より身

近な地域の活動場所としてケアプラザを紹介します。 

３）移動情報センター 

ガイドボランティアの悩み等をボランティア同士で話し合う交流会を開催します。（年２回） 

 

 

計画柱２ 「みんなのチカラを発揮できる」まちづくりを進めます！  

基本目標２－②  

若い世代が地域の活動に参加しやすい工夫や仕組みをつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

情報発信や情報共有

の 方法について、新た

な 取組を検討･実施し

ます！ 

■既存のホームページ以外の情報発信手段を検討します。 

■子育て世代にも見守り活動の担い手となってもらうため、説明会の 

開催や地域関係者とのマッチングを取りまとめます。 

■担い手不足に悩む施設や活動団体と協力し、学生が気になった時

にすぐに参加できるボランティア講座や活動体験などの機会をつくり 

だします。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１）区社協ホームページ≪重点取組事業≫ 

  ホームページのリニューアルを行い、ウェブアクセシビリティ※に配慮したサイト構

築を図ります。 



 ※ウェブアクセシビリティ 

高齢者や障がい者など心身の機能に制約のある人でも、年齢的・身体的条件に関わらず、インターネ

ットで提供されている情報にアクセスし利用できること。 
２）若い世代の見守り活動への参画  

区、子育て支援拠点かなーちえやケアプラザと連携し、子育て世代に対してどのように見守り

活動を浸透させていくかについて引き続き検討します。 

３）ボランティアセンター≪重点取組事業≫ 

①区社協ホームページの改訂に合わせて、ボランティア活動の紹介ページの充実化を

図ります。 

②学生や若い世代がすぐに参加できるようなボランティア体験の機会づくりについ 

て施設や登録活動団体、地域活動団体と検討します。 

 

 

計画柱３ 「地域のチカラがつながり合う」まちづくりを進めます！  

基本目標３－①  

より暮らしやすいまちをつくるために、地域の様々な人が継続して話し合う場や、取組を進め 

るための体制をつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

日頃のつながりを通し

て継続的な話し合いの

場を広めていきます！ 

■地区社協がそのネットワーク機能を活かし、地域活動者が集い、   

地域課題（＝一人ひとりの困りごと）について話し合う場づくりを  

支援していきます。 

■支え合いマップの作成だけではなく、その後の継続的な情報交換

が続くよう支援していきます。 

■地域ケアプラザと連携し、地域ケア会議から協議体への発展を   

進めます。 

■福祉保健活動拠点の利用団体とのつながりを活かして、一人ひとり

の困りごとを地域で受けとめる大切さを広めていくため、利用団体調

整会議の場を活用し話し合う機会をつくります。 

■区社協「助成金」を活かし、話し合いの場づくりが広がるように支援

します。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１）地区社協活動支援≪重点取組事業≫ 

各地区社協の定例会議や研修会、地域に住んでいる人々の抱える困りごとについて、情報共

有する機会を作り、地域としてできることについて話し合う場づくりを進めます。 

２）支え合いマップ 

 地域ケアプラザのコーディネーターを対象に、支え合いマップ作成講座を開催します。 

３）生活支援体制整備 

地域ケア会議で話し合った個別課題から、地域全体の課題について地域住民の方と関係機

関で話し合う場づくりを進めます。その中でも地区を超える共通の課題について、同じ課題を抱

える人同士で話合う場づくりを進めます。 

 

 



４）福祉保健活動拠点 

 利用団体調整会議の場を活用し、現在展開されている小地域での活動（子ども支援やサロン

活動など）、見守り活動や災害ボランティアセンターの取り組み等を紹介し、生活に根ざした幅広

い分野での活動につなげます。 

５）区社協助成金≪新規取組≫ 

 活動の運営についてだけではなく、一人ひとりの困りごとや地域づくりについて話し合う機会を各

団体で持てるように、助成金配分団体に働きかけをしていきます。 

 

計画柱３ 「地域のチカラがつながり合う」まちづくりを進めます！  

基本目標３－② 

地域や個人の困りごとの解決のために、区役所・関係機関や、区内の企業など、様々なチ 

カラがつながり合う仕組みをつくります。 

区社協の取組の方向性 区社協の具体的な取組（令和３～７年度） 

福祉施設･企業と地域 

活動とを引き合わせる  

コーディネートを推進 

します！ 

■あんしんセンター業務について福祉関係者に正しく理解を進める  

ため、研修の機会をつくります。 

■障がい者やその家族と地域をつないでいくために、障害者後見的

支援制度のあんしんマネジャーをはじめ障害福祉関係者との連携

を強化します。 

■福祉施設や企業、事業所のメリットとなることを増やし、地域貢献  

活動を進めます。 

■食支援を通じて区こども家庭支援課・生活支援課と連携するなど、

個人やまちのそれぞれの困りごとに応じて、区役所各課と協働して

いきます。 

 

令和４年度の具体的な取組 

１）あんしんセンター 

業務について、地域包括支援センター等福祉関係者に正しく理解を広げ、連携を図っていき

ます。 

２）障がい支援 

  区自立支援協議会の事務局として、福祉関係者との連携を深め、障がい者やその家族と地

域をつなぐ取組を進めます。 

３）施設地域貢献活動支援 

地区担当とともに福祉施設や企業、事業所向けに、地域活動とつなげられるような周知方法

について検討します。 

４）生活困窮支援 

 生活に困った方の相談窓口である区生活支援課やその他各課と連携して、相談者の状況に 

応じたサポートをしていきます。 

・関係団体から食糧の提供を受け、一時的な食糧支援を行います。 

・遺品整理・福祉整理を行っている企業より家電製品等の寄付を受け、必要とされるご世帯

へ提供するためのコーディネートを行います。 

 

 


